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【巻頭言】 
　第9回中部放射線医療技術学術大会総括 

一般社団法人　三重県診療放射線技師会 
副会長　中西　左登志 

　第9回中部放射線医療技術学術大会（9th	CCRT）を平
成28年11月5日（土）6日（日）の2日間開催しました。

大会テーマは平成28年5月に開催されたG7伊勢志摩サミットにちなんで「次世代へつ

なぐ技術と英知のサミット」としました。9月16日（金）から岐阜県岐阜市において，

第32回日本診療放射線技師学術大会が開催されたこともあり，9th	 CCRTへの演題登

録数，参加者数，更には協賛メーカー数が激減するのではないかと心配されました

が，最終的には演題数121演題，参加者数770名（富山県19名，石川県46名，福井県25

名，愛知県247名，岐阜県76名，静岡県59名，三重県225名，群馬県4名，その他業者

等69名），企業展示業者数17社（19ブース），ランチョンセミナー９社と，すべて

が実行委員会の予想を上回る数字で盛会裡に大会を終えることができました。特に

市民参加が少なくて毎回開催県を悩ませる一般公開講座には，三重大学医学部附属

病院乳腺センターの小川朋子教授と，タレントであり，自ら乳がんと闘い続けてい

る生稲晃子さんを招き，『乳がんについて考える』とのテーマで開催いたしました

ところ，一般市民168名，CCRT参加者を含めて約250名と，立ち見が出るほどの盛況

となりました。	

今大会の成功は，山田隆憲大会長の指導力，業者・演者等の折衝に奔走して頂いた

界外忠之実行委員長，7回に及ぶ実行委員会会議で日付が変わる直前まで熱い討議を

行って頂いた実行委員のみな様，大会当日の受付係，会場係等をマニュアルに従っ

て滞ること無く実行して頂いた当日実行委員のみな様，及び大会に参加出来なくて

も自施設での当直・日直を努めて陰で支えて頂いた会員のみな様の，献身的な行動

の賜物と，心より感謝いたします。	

三重県でのCCRT開催は2010年の第3回大会に続いて2回目となりました。前回発生し

た不都合等を踏まえて取り組んだことと，更に取り組んだことについて総括します。

①	アンサーパッドを用いた企画	

　　　女性活躍推進サミット，画像読影補助技術向上セミナー4テーマ（X線撮影，

CT，MRI，胃透視）ではアンサーパッドを使用し，聴衆参加型の講演としました。

各企画とも参加者が多く，質疑応答も活発でした。演者の労力は増えますが，

今後有望なプレゼンテーション形態と思われます。	

②	会場オーディオシステム	

　前回は各会場にワイヤレスマイクとオーディオ装置をレンタルにて導入した結果，

会場間のマイクの混信という不都合が発生しました。今回会場として使用した



講義室の内，3室では最大6本までのワイヤレスマイクが使用できたので，それ

らの部屋は追加マイクを借りる必要はありませんでした。残りの3室は2本のワ

イヤレスマイクしか常設されていませんので，追加として2本の有線マイクとオー

ディオ装置をレンタル導入することにより，音響に関するトラブルは一切あり

ませんでした。	

③	学会用プレゼンテーションシステムの委託	

　事前のスライド受付，当日の会場運営を株式会社エントーレスに委託しました。

鈴鹿医療科学大学のLAN回線を借用出来たのでケーブル工事を行う必要もありま

せんでした。当日，一部の会場で発生した映写トラブルも直ちに対応して頂く

ことができ，円滑な学術大会運営に大きく貢献して頂きました。	

④	企業展示	

　前回は企業展示を行いませんでしたので，今回が初企画となりました。学生食堂

のレイアウトを有効に利用し，全てのブースを見渡せる配置としました。展示

企業が希望される電力を供給するために必要な電源設備が近くに無かったため，

レンタル発電機を導入し対応しました。食堂故のテーブルと椅子の多さと，自

動販売機のドリンクすべてを買い上げて無料供給することによって，くつろぎ

空間を作ることができました。自動販売機の構造上，ドリップコーヒーを一定

量抽出すると沸き上げに必要な時間「販売中止」状態になりましたが，その間

は食堂運営会社の職員がコーヒーメーカーで作ったコーヒーで対応して頂きま

した。	

⑤	シャトルバス	

　会場に最も近い近鉄千代崎駅には普通電車しか停車しないので，急行・特急停車

駅の白子駅と千代崎キャンパスを直行するシャトルバスを2台借り上げ，毎時2

便運行しました。名古屋方面からも津方面からも急行・特急到着後すぐに発車

できるように15分と45分を発車時刻としました。初日の意見交換会時には2台の

バスを千代崎キャンパスとホテルの移動に利用し，大勢の参加者を混乱無く移

動させることができ，たいへん好評でした。	

　最後に，9thCCRTの成功は（一社）三重県診療放射線技師会会員が一丸となって

成し遂げた結果であり，会員間の絆はより強固なものになったと思います。会の

魅力を高めることによって未加入会員に一人でも多く入会して頂き，三重県全体

の診療放射線技術の向上の一助となることを祈念して総括とします。	



【お知らせ】 
第92回 北勢消化器画像研究会 

第 93回 2017年 4月 8日（土）  みたき総合病院 多目的ホール           

   隆起性病変と変形胃の攻略 

第 94回 2017年６月 17日（土）  鈴鹿回生病院 健康増進棟 講義室 (亀八食堂)   

   前壁撮影の論理的攻略 痛くない苦しくない枕の作成 

第 95回 2017年８月 5日（土）  四日市羽津医療センター 多目的ホール      

  夏の特別講演会  診療放射線技師に必要な高等技術 

 問合せ先：ＪＣＨＯ四日市羽津医療センター 伊藤誠まで 

TEL ： 059-331-2000（代）内線 2717 

E-mail ： itou-makoto@yokkaichi.jcho.go.jp 

URL：http://hokusei.kenkyuukai.jp/ 

【プログラム】  

第 92回 北勢消化器画像研究会 
 

北勢消化器画像研究会 代表世話人 伊藤誠 

 

日時 平成 29年 2月 25日（土） 14:00～ 

場所 みたき総合病院 １階 多目的ホール  

         住所：四日市市生桑町 458-1 TEL：059-375-1212（代） 

参加登録費 500円 

上部消化管撮影のための基礎知識 
プログラム 

13：30 受付開始 

14：00 開会のあいさつ  

14：05 情報提供  製品紹介                   島津製作所  

14：25 レクチャー１ 「背景粘膜診断の基礎」 

講師 TTC津健康クリニック 村木 真 

14：55 教育講演１「基準撮影法を一から学ぼう！基礎の基礎と Q&A」 

講師 鈴鹿回生病院 町田 良則 

         

15：40 休憩  

15：50 教育講演２「基準撮影法で病変を拾い上げるための知恵と技」 

講師 四日市羽津医療センター 伊藤 誠 

16：45   症例検討  

症例提示 四日市羽津医療センター 伊藤 誠 

17：30 閉会のあいさつ 

 

当研究会は、日本消化器がん検診学会の「その他主催の研究会」に認定されました。胃がん検診専

門技師の更新単位、2単位が付与されます。 

共催：みたき総合病院・(一社)三重県診療放射線技師会 



第58回 東海四県放射線技師学術大会 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【研究会活動報告】 
平成28年度 放射線治療研究会 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第59回　南勢地区消化管撮影技術研究会 

【研究会活動報告】 

 報告   山本 憲一 

第 59 回 南勢地区消化管撮影技術研究会 

 

日  時  2016 年 10 月 20 日 木曜日 18 時 30 分 

場  所  松阪中央総合病院  2 階 多目的ホール       

参加人数  13 名 

内  容   

18：30～ ＊ ミニレクチャー 

             医療法人博仁会 村瀬病院 内科 
胃・大腸センター長 吉村 平 先生 

   

今回のレクチャーは新たな胃がん検診に関する情報として「がん予防重点健

康教育及びがん検診実施のための指針」や「胃Ｘ線検診のための読影判定区分 

日本消化器がん検診学会委員会報告」「有効性評価に基づく胃がん検診ガイド

ライン」を資料として使用し、最近の胃検診の報告やこれからの動向などにつ

いて解説いただきました。リスク検診とこれまでの胃 X 線検診に加え胃内視鏡

検査による今後の検診業務を改めて考える機会となりました。 



 

  ＊ 症例検討 

 

 毎年 10 月の回は症例検討中心に行っています。 

 

・1 例目は胃 X線検診で別所見にて 2次検診を受診し見つかった胃上部 3 型病変 

 

今回から腹部CTの基本的症例も読影してみよう（会員からのリクエストもあり） 

・鼠径ヘルニアによる腸閉塞（CT 画像） 

 

・胃 X線 2例目は粘膜集中・周辺粘膜の変化が不整な潰瘍瘢痕の症例 

 

・若年者の十二指腸穿孔（CT 画像） 

 

続いて鈴鹿中央総合病院の症例で 

・３例目は胃 X線検診で検査中に発見し追加撮影できた胃上部の早期粘膜癌 

 

最後に松阪中央総合病院の症例で 

・４例目は胃体部の広範囲な深達度診断に苦慮する早期癌 

 

            アドバイザー 

医療法人博仁会 村瀬病院 内科 
胃・大腸センター長 吉村 平 先生 

 



 

    

    

    
このような症例検討を少し CT 画像なども入れながら、参加者の皆さんが解りや

すい症例を提示出来ればといいと思います。 

 

 何かご意見･要望がございましたらお教え下さい。 
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第13回わかばセミナー・新春学術講演会アンケート結果 三重県診療放射線技師会 学術講演会（平成 29年 1月 7日）アンケート 

 

有効回答数: 48 

 

1.お聞きになり、内容はどうでしたか？ 

◎ 特別講演 

「 前立腺がん診断・治療の最新情報：MRI画像とロボット支援（ダビンチ）手術について 」

大変満足：33   満足：15   普通：0   不満足：0   大変不満足：0 

69%31%

0% 0% 0%
特別講演「前立腺がん診断・治療の最新情報：

MRI画像とロボット支援（ダビンチ）手術について 」

大変満足

満足

普通

不満足

大変不満足

 

【その理由】 

・ ダビンチの術中の映像を拝聴でき、大変貴重でした。 

・ 拝見の機会がほぼないロボット支援手術の話が聞けて面白かったです。 

・ 生検前の MRIの重要性を再認識できた。 

・ 前立腺の診断から治療に関して分かりやすい話でした。 

 

2. 今回の学術講演会について、何かご意見ご感想があればお聞かせ下さい。 

・ 我々の診断の延長上にある手術を聞けて大変興味深かったです。治療につながる 

 日々の検査を意識することができた講演でした。 

・ 三重県にダビンチが 1台しかないことを聞き、より県内でも複数台の設置が 

 できるとよいと思いました。 

 

3. 今後、学術講演会で、とりあげてほしい演題などありましたらお書き下さい。 
・ 外科系 

・ 心エコー 

・ 被曝 

・ 医療経済 

以上 



第 13回 若葉セミナー（平成 29年 1月 7日）アンケート 

 

有効回答数:43 

 

1. お聞きになり、内容はどうでしたか？ 

・教育講演  

□大変満足：15  □満足：19 □普通：7 □不満足：0 □大変不満足：2 

35%

44%

16%

0% 5%
教育講演「腎泌尿器領域における画像診断」

大変満足

満足

普通

不満足

大変不満足

 
 

その理由 

・ モダリティ別に基本的な注意点を話してくださり分かりやすかったです。 

・ 普段携わっていない検査の話が聞けて面白かったです。 

・ MRIの話が大変分かりやすかったです。 

 

2. 今回の学術講演会について、何かご意見ご感想があればお聞かせ下さい。 

・ 泌尿器系の画像診断について CTや MRIなど複数のモダリティから見ることができて

よかったです。 

・ 参加者をもう少し集めてはどうでしょうか。（20歳代の方など） 

 

3. 今後、学術講演会で、とりあげてほしい演題などありましたらお書き下さい。 

疾 患：乳がん、脳梗塞 

部 位：脳、心臓 

ﾓﾀﾞﾘﾃｨ：一般撮影、アンギオ、ダイナミック、エコー、CT、MRI 

その他：救急領域、血管内治療、医療安全、障がい者への接遇の工夫 

以上 
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【編集後記】 

急に暖かくなったと思えば、いきなり真冬の気温に戻ったりと優柔
不断な気候が続きます。一雨降る度に暖かくなり、3月中旬頃には梅の
いい季節がやってくるのでしょう。  
　平成28年度第2号の会誌をお届けします。 
　3月は東海四県放射線技師学術大会が開催されます。 
CCRT2016に続く三重県開催です。みなさま多数のご参加をお待ちし
ております。
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